
※国土地理院地図 ( 白地図 ) に加筆・修正して作成。

富士市

　紹介した史跡、伝説の場所には必ずしも駐車場はありません。また、非公開や私有地(山林含)もありますので、
必ず所有者に許可を取り、ルール、マナーを遵守した上で見学してください。
　参考文献は、『駿河記』『駿河国新風土記』『駿河志料』、『富士市史』『吉原市史』『鷹岡町史』『富士川町史』、
各村の村誌･沿革誌等の地誌類、『鷹岡町の史跡と伝説』『吉原の伝説』『富士市の伝説と昔話』『丘の道歩いてみ
れば』『ふるさと富士川』等の昔話です。さらに、各地に伝わる口伝を参考にまとめました。なお、ひとつの史
跡に時代の違う複数の伝説が残っている場合があります。詳しくはお問い合わせください。
　このマップを作成するために、たくさんの方々にご協力いただきました。ここに記して深く感謝申し上げます。

　富士市に伝えられた史跡と伝説は、富士川の合戦と曽我兄弟関係のものが大多数です。
なぜこんなところに？こんな伝説が？と思うこともたくさんありますが、きっと何か理
由があるハズ。その土地に脈々と語りつがれてきたという事実こそ大切な財産です。今
後も末永く続きますように。
　源平合戦や曽我兄弟など、平安時代末から鎌倉時代にかけての史跡や伝説は、富士市
のみならず、全国にたくさん残されています。お隣の富士宮市をはじめ、伊豆の国市、
伊東市、河津町、小田原市･･･など。
　各市町村では、マップやパンフレット、またホームページでの紹介など、さまざまな
情報があります。全国各地の「ご当地伝説」。巡ってみてはいかがでしょうか。

ｰ源平合戦などの史跡紹介しますｰ

富士富士のふもとの

時代かまくら時代

史跡   伝説
あれこれマップ

源平富士川の合戦や曽我兄弟
富士市に伝わる伝説のあれこれ…紹介します
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このマップは、令和 3年度冬のテーマ展｢富士のふもとのかまくら時代 -源平合戦などの史跡紹介します -｣
( 会期 R3.12.11 ～ R4.3.13) の開催に伴い作成したものです。

㊺曽我の兄弟石
鷹岡中学校の北、下榎沢
橋から続く坂道の途中に、
兄弟が座った石があった
と い わ れ て い る。現 在、
地元有志により建立され
た模型がある。

そがのきょうだいいし下榎沢橋付近

㊽曽我道
東海道の本市場から北に向か
う道を曽我道という。東海道
を行く旅人が街道をそれて、
曽我兄弟ゆかりの地を巡った
ためにそう呼ばれたという。

そがみち

④横割八幡宮

頼朝が平家追討を祈り、弓、
矢、新馬を奉納したという。
ゆかりの品として矢じりが
伝来している。

よこわりはちまんぐう横割 2-3-35

㊻玉渡神社

兄十郎の恋人、虎御前を祀
る。仇討ちの３ヶ月後、こ
こに来た虎御前の前に火の
玉が現れ、それを兄弟の魂
と思い祈りを捧げたという。
その姿を見た村人が神社を
建立したと伝わる。また、
玉渡神社の東方約 300ｍに
あった清涼寺( 廃寺 )の石造
勢至菩薩像( 現存せず )は、兄
弟が仇討ち成功を祈った像
といわれていた。

たまわたりじんじゃ厚原 736
㊾曽我さん

末広町の氏神。元々個人で㊷
曽我八幡宮から分社し祀って
いたが、その後地域で祀るよ
うになった。今でも曽我さん
と呼ばれ親しまれている。

そがさん
大淵2553-27

㊸五郎の首洗い井戸

工藤祐経の子犬房丸にはねら
れた五郎の首をここで洗った
という。今は水が枯れている
が、かつては水があり、その
水を念力水とよんだ。

ごろうのくびあらいいど厚原 930-2

②實相寺じっそうじ
岩本 1847

頼朝や北条氏の信仰が厚く、
一説には平家討伐の祈願を
行ったと伝わる。

㊶曽我寺

正式名は鷹岳山福泉寺。兄
弟の墓がある寺として、曽
我寺と呼ばれる。境内には、
兄弟の墓や兄弟像、富士市
指定天然記念物のカヤ･シイ
がある。本堂には、兄弟の
坐像と位牌、また、兄弟と
虎御前ゆかりの「孝行柿」、
兄弟が使った道具など、ゆ
かりの品が多く伝来する。

そがでら
久沢 229 ㊷曽我八幡宮

兄弟の仇討ちに感心した頼
朝が、家臣の岡部泰綱に命
じて建てたと伝わる。その
後神社は焼けたが、江戸時
代に入り再建され、元の場
所より少し南に位置する現
在地に移された。兄弟の立
像や絵馬、版木など、ゆか
りの品が多く伝来し、境内
には、幼い兄弟像が建つ。

そがはちまんぐう厚原 896

⑤日吉神社

頼朝の旗揚げから従う鮫島四
郎宗家を祀る。富士川の合戦
では地元出身者として、道案
内をしたといわれている。

ひよし
じんじゃ

鮫島 416 付近

㊹念力橋

㊸五郎の首洗い井戸の少し
上、榎沢（凡夫川）にかかる
橋の名称。

ねんりきばし

鷹岡中学校から東に約 100m

㊴曽我の馬蹄石

曽我兄弟が工藤祐経のいる
上井出（富士宮市）の方を
にらんだ時、馬のひづめの
跡がついたとされる。㊸近く
の石も馬蹄石と呼ばれる。

そがのばていせき
天間まちづくりｾﾝﾀー から東に約300m

㊵姫宮神社

弟五郎の想い人、化粧坂
の少将を祀る神社。

ひめのみやじんじゃ久沢 2-1-16

㊿福泉寺

虎御前は亡くなる直前、兄
弟の供養のため、薬師如来
像を㊶曽我寺（福泉寺）に
届けるよう使者に託す。し
かし同じ寺名のため間違え、
ここに届けられたという。
また、行方知れずだった兄
十郎の守仏が、㉚三度蒔に住
む檀家の畑から見つかった
という話もある。

ふくせんじ
柳島 41

①物見堂
光栄寺付近の地名で平家
方が物見（見張り）をした
所。また、富士川ＳＡ付近
にあった山王社は、平家
の案内役、斎藤実盛の陣
屋跡と伝わる。現在は妙
見神社 ( 岩淵 1575-2) に
遷座されている。

ものみどう
岩淵 1135-1 付近

㊼虎御前の腰掛石･がっかり橋

仇討ちに向かった兄弟を追いかけた虎御前は、この地で兄
弟が仇討ちを成功させ、命を落としたことを知る。その場
で泣き崩れた虎御前が腰を下ろした石を腰掛石、その時に
立っていた橋をがっかり橋という。

とらごぜんのこしかけいし･がっかりばし伝法 1685

③瑞林寺

本尊地蔵菩薩像は、平家の
念持仏と伝わる。敗走する
際、瑞林寺の前身である清
泰寺に預けられたという。

松岡 489
ずいりんじ

《お願い》
　今回紹介したもの以外で、富士市内に残
されている、源平合戦や曽我兄弟関係の史
跡や伝説を知りませんか。おじいさん、お
ばあさんからこんな話を聞いたよ、家の近
くにこんな話があるよ、など。
　ご存じでしたら、ぜひ教えてください。
みなさんからの情報をおまちしております。

史跡伝説あれこれマップ　登場人物紹介
●源　 頼 朝 (1147-1199)　鎌倉幕府初代征夷大将軍。
●源　 義 経 (1159-1189)　頼朝の異母弟。黄瀬川宿 ( 沼津市 ) で頼朝と再会。
●北条　時政 (1138-1215)　鎌倉幕府初代執権。頼朝の妻北条政子の父。
●和田　義盛 (1147-1213)　頼朝の挙兵に従う。初代侍所別当。
●畠山　重忠 (1164-1205)　当初は頼朝に敵対。のち度々先陣をつとめ功績をあげた。
●一条　忠頼 (   ?   -1184)　甲斐源氏、武田信義の長男。富士川の合戦で活躍する。
●梶原　景季 (1162-1200)　敵である頼朝を石橋山で救った梶原景時の長男。源太坂の他、宇治川の先陣争いが有名。
●佐々木高綱 (   ?   -1214)　頼朝のいとこ。源太坂の他、宇治川の先陣争いが有名。
●鮫島　宗家 (   ?   )　　 富士市鮫島出身の武士。頼朝の挙兵に従う。
●曽我　祐成 (1172-1193)　兄弟の兄、十郎。巻狩りで宿敵工藤祐経を討つが、その場で仁田忠常に討たれる。
●曽我　時致 (1174-1193)　兄弟の弟、五郎。巻狩りで宿敵工藤祐経を討つが捕らえられ、翌日鷹ヶ丘で斬られる。
●工藤　祐経 (   ?   -1193)　曽我兄弟の父河津祐泰を射殺したことにより、曽我兄弟の仇となり、兄弟に討たれた。
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※国土地理院地図 ( 標準地図 ) に加筆・修正して作成。

㉖駒止めの松
こまどめのまつ

現在の曙幼稚園の近くに、
頼朝が馬をつないだ松が
あったといわれている。

吉原 4-17-45 付近

56牧場山
頼朝の狩場として野生の馬が
放たれた牧場があったとされ
る。その木戸と推定される「古
木戸」という地名が残る。

新東名古木戸橋付近

まきばやま

㉟正月坂
頼朝がここで正月を過した
という。周辺に「正月坂」
という小字があり、今でも
この坂をそう呼んでいる。
同内容の伝説が大淵地区に
も残る。

しょうがつざか

新東名神谷大道橋より
北へ約 500m

㊱びんなで石
頼朝がこの石にすわり、
石のそばから湧き出す水
で髪のほつれをなおした
と伝わる。小字「御殿場上」
にあるというが、現在石
の場所は不明。

いし

新東名古木戸橋北方

㊳鞍置塚
頼朝が馬から鞍をおろし
て休ませた所に塚を造っ
たと伝わる。すでに消滅
しているが、須恵器等が
出土した古墳跡。

くらおきづか

新東名寺の上大橋から北へ約600m

※1 獲物を追い込む役のこと

55かなぐつ石

頼朝が花川戸の滝を眺めた
とき、馬のかなぐつの跡が
ついたとされる石。滝の上
のポットホールのことか。

花川戸橋南側付近

いし

㉕からかさ木

頼朝が雨宿りした所。この
辺りには村名がなかったの
で、傘 ( からかさ ) のよう
に守ってくれた木にちなみ、
頼朝が傘木村と名付けたと
伝わる。今の木は４代目。

ぎ

傘木浅間神社(伝法692) から南へ約300m
㉙すずり石

頼朝がすずりのかわりに墨
をすったと伝わる石。大き
な石の頂上に、すずりのよ
うなへこみがある。

いし

三ッ沢 中木添橋から北へ約 130m

⑱ハタオリ沢

畠山重忠が旗を立てた所を
「旗置き沢」と呼び、それが「ハ
タオリ沢」になったという。

「機織り」からついたという
説もある。写真は、合流地点
から約１㎞上流で撮影。

ざわ

須津川二ツ目橋から南へ約70mで合流

㉜鵜無ヶ淵神明宮

北条時政が社殿改築の費用を
寄進したと伝わる。また、鵜
無ヶ淵という地名は、頼朝が、
鵜がいそうな淵を探したがい
なかったことによる。その淵
は、猿棚の滝とも、銚子ヶ淵
の滝ともいわれている。

うないがふちしんめいぐう鵜無ヶ淵 295

⑪鎧ヶ淵原田 1167 付近
よろいがふち

頼朝がこの淵の岩に鎧をか
け体を洗った所。この場所
を気に入り、巻狩りでも立
ち寄ったとされている。

⑯寒竹浅間神社

富士川の合戦で源氏が本陣を
置いた所。周辺の小字「権現
原」では、かがり火をたいた。
頼朝は巻狩りの際にも参拝し
たという。

富士岡 1484 かんちくせんげんじんじゃ

52慶昌院

曽我兄弟の弟と名乗る｢成
田三郎慶昌｣の幽霊を、駿
府洞慶院の存鯨（ぞんげい）
が供養したという。現在も
慶昌の墓が残されている。

中里 1446
けいしょういん

㊲研石

頼朝がここを通った時、こ
の石で刀を研いだと伝わる。

とぎいし

新東名長四郎橋より北へ約 1.3 ㎞

53源太坂

木曽義仲追討の義経軍に従う、
梶原源太景季の麿墨（するす
み）と佐々木高綱の生食（い
けずき）の名馬比べの場所。
南へ下る細道が本来の源太坂。

吉原高西交差点から西へ約 100m

げんたざか

⑨呼子坂よびこざか

宇東川西町 8-18 付近

清岩寺門前の坂のことで、源
氏軍が呼子（笛）をふいて兵
を集めた所。また、清岩寺の
創建は、北条時政が富士川の
辺りに建てた「専修院」を移
築再建したとの説がある。

⑬御崎神社

源氏軍が陣屋をおいた所で、⑮
諏訪神社とともに、頼朝から
の奉納があったと伝わる。「物
見の松」という老木があった。

比奈 1066-2

みさき
じんじゃ

㉚三度蒔

頼朝がここに陣所をおき、
幕を三重にまいたことから
この名がついたという。

さんどまき

神戸小学校南側／さんどまき公園付近

㉘鹿死木の棚

勢子 (※1) に追い詰められた
鹿が、ここを飛びこせず、
近くの大木の枝に引っかか
り息絶えたといわれている。
不動沢沿いの滝で、普段は
水がない。落差 15m 弱。

八王子神社(大淵1695)から北へ約１㎞
かしゃぎのたな

⑭春日神社

富士川の合戦で頼朝が米
を 奉 納 し 戦 勝 祈 願 し た。
また、巻狩りの際も献米
したといわれている。

比奈 966

かすが
じんじゃ

⑳陣ヶ沢

源氏軍が陣を置いたとされ
る。富士市が一望できる場所。

じんがさわ

新東名寺の上大橋から北へ約600m

⑮諏訪神社

富士川の合戦で、⑬御崎神社
とともに、頼朝からの奉納が
あった。合戦と巻狩り両方で、
米を奉納したとも伝わる。

比奈 1506

すわ
じんじゃ

⑧吹上天満宮･
御守殿稲荷神社
ふきあげてんまんぐう・ごしゅでんいなりじんじゃ

今泉 4-3-28･今泉 4-3-40

近代の資料によると、頼朝が
造営寄進した神社とされる。

⑰先陣石

富士川の合戦で畠山重忠が先
陣をつとめ、この石の辺りま
できたので、この名がついた。
また、石周辺の小字は「釜沢」
というが、巻狩りで石を大き
な釜で煮たと伝わる。昔は遠
方からも見える大岩だった
が、今は護岸工事のため、頂
上付近しかみえない。

せんじんいし

須津川一ツ目橋から南へ約 300m 対岸

⑫滝川神社

富士川の合戦で戦勝祈願を、
巻狩りの際には、金の玉を
奉納したといわれている。

原田 1309

たきがわ
じんじゃ

㉔猪土手･硯井戸
ししどて･
すずりいど

頼朝が獲物を追い詰めるた
めに造った土手と伝わる。
すでに痕跡はないが、かつ
ては里への獣の侵入を防い
でいたという。また、ここ
から約 700m 北方に「硯井
戸」と呼ばれる所があり、
頼朝が硯で墨をする時にこ
の水を使ったという。

丘小学校から
西へ約 400m 付近

㉞的場平

弓矢の練習をした場所とい
われている。小字が残る。

まとばだいら

㉟正月坂付近から西へ約 300m

㉝天神川の砦

和田義盛の家臣を配置した所
という。　慶昌院の西に「追
手坪」と呼ばれる所があるが、
この砦の追手(表門)の名残か。

てんじんがわのとりで
天満宮 ( 中里 1466) 付近

52

54馬乗石

頼朝が馬に乗るとき踏み台に
した石。石の場所は不明だが、

「馬乗石」という小字が残る。

東名馬乗石橋付近

うまのりいし

㉗八王子ヶ池･兜石
はちおうじがいけ･かぶといし

頼朝がこの辺りで休憩した
時、八王子ヶ池に湧く水で
のどを潤したという。また、
近くの旧家には、「兜石」
と呼ばれる石があり、頼朝
が兜をかけたと伝わる。八
王子ヶ池には今でも水が湧
いている。

大淵 曽比奈橋から北へ約 200m

⑩飯森浅間神社

源氏軍が食糧を置きそれを
兵が守った所。頼朝は巻狩
りでも立ち寄り、｢飯守明神｣
と呼ぶことにしたとされる。

いいもりせんげんじんじゃ原田690

⑦平家越へいけごえ
今泉 平家越橋

水鳥の飛び立った音に驚き、
平家軍が敗走した場所。現
在石碑がある場所付近には、
かつて「平家越」「陣所田」「鴨
田」という地名があった。

⑲万騎沢まげざわ

江尾公園から北東へ約 1 ㎞付近

小字が残る。平家軍が相手の
様子を探っていて源氏軍に見
つかり、双方の兵がこの沢に
たくさん落ちたと伝わる。

㉑矢川やかわ

浮島まちづくりセンターから
東へ約 500m 北側

頼朝が矢を洗ったと伝わる。

㉒㉓矢筒石

㉓天間まちづくり
　センターから
　北へ約 800m

頼朝がこの石に矢筒をさして休んだとい
われている。㉒の石は、持ち主に災いが
続き、現在地（石會山神社）に移されたが、
元々は、㉓の石付近にあったと伝わる。

また、ふたつは
同じ個体だった
可能性もあると
いう。

やづついし

㉒天間 15-1

⑥和田神社わだ
じんじゃ

今泉 8-7 付近

通称「義盛さん」。頼朝の家臣、
和田義盛を祀る。義盛はこの
辺りを守り、川に罠をしかけ
たという。その川は和田川と
呼ばれ、付近には和田町や上
和田等の地名が残る。

㉛間門浅間神社

頼朝とともに、畠山重忠
と和田義盛が参詣したと
いう。また、一説には曽
我兄弟も参詣に来たと伝
わる。また、北条時政が
社殿改築の寄進をしたと
もいわれている。

まかどせんげんじんじゃ間門 240

51曽我堂十王子神社 ( 今泉 1896-1) 境内
そがどう

曽我堂

かつて近くにあった善得寺の竺帆 ( じくはん ) の夢に、曽我
五郎の霊が現れた。竺帆は供養のためにこの堂を建てたとい
う。残された棟札から、
善得寺の鎮守堂だった
といわれる。現在は十
王子神社境内にある
が、元はここから南に
約 300ｍほど下がった

「曽我小路」という小
道の奥に建っていた。 曽我小路･曽我堂跡

❺源平橋
　中央公園西北の潤井川にかかる。欄干や歩道には、
源平合戦にまつわる色々なオブジェが、橋下の地下道
にはタイル画がある。遠い未来には、史跡になるかも。

昭和 62 年 (1987) 開通

❹赤淵川･麻呂山
　愛鷹山より流れ出る赤淵川は、
昔「赤打川」といわれていたという。
富士川の合戦で、中里の赤淵川付
近に来た義経が、赤打川の名を知
り「平家の赤旗を討つ」ことを連
想する良い名だといったと伝わる。
㉜銚子ヶ淵の滝・猿棚の滝、　花川
戸の滝は、赤淵川沿いにある。
　また、平家が敗走した後、一条
忠頼が放棄されたものを集めて埋
めた塚を「麻呂山」といったという。
　慶昌院の北辺りに、小高い丘が
墓地になっている所があり、その
周辺に「丸山」という小字が残る。
もしかしたら関係があるかもしれ
ない。

55

52

❸瀬古村･勢子辻
　今泉はかつて瀬古村といい、
その後、善得寺村、今泉村と
改名された。一説に、瀬古とは、

「勢子」（※1）のことで、巻狩
りで勢子を出し協力した、あ
るいは滞在した所を瀬古と呼
んだともいわれる。
　また、市北東部にある勢子
辻は、頼朝が上井出 ( 富士宮市 )
へ行く途中、勢子を集めたこ
とから名付けられたという。

❷大淵･びんかん坂･正月平
　大淵地区には、㉗㉘をはじめ、巻狩りの伝説がたくさん残っ
ている。「大淵」という地名は、鞭をなくした頼朝が、この
地で枝を切って鞭にしたという「御鞭（おんむち）」が由来
ともいわれ、大淵３丁目にある小字「渕切（ぶちきり）」は、
そのとき付けられたという説もある。富士本辺りにあったと
される「びんかん坂」では、びんかん ( つげの木であると伝
わる ) にはばまれ獲物を逃がした頼朝が「びんかん、びんかん」
と寝言を言ったといい、「正月平」という所では、頼朝が正
月を過ごしたとされる。どれも場所が定かではないが、正月
平については、正月平線という林道があり、現代に名残をと
どめている。

❶能水渓･車沢
　天間地区には、頼朝が「能水渓」と
名付けた湧水があったとされる。口伝
や記録を見ても場所が断定できず、読
み方も不明だが、今でも天間には湧水
源がたくさんある。その中でも、天間
北２区に、「好水（よいみず）」という
小字があり、そこに今でも水が湧いて
いる。土地の人はこの水について、頼
朝が「よいみず」と名付けたと伝え聞
いているという。その他にも、福泉川
にかかる福泉橋付近や、天間南区の通
称「清水久保の水」をさすとの説がある。
　また、旧跡「車沢」という、頼朝の
車のわだち跡といわれる所が、天間沢
か榎沢（凡夫川）支流にあるというが、
場所がわからない。これは、「❷正月平」
の西方４㎞といわれているので、天間
や久沢の北方だろうか。
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